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リニア中央新幹線計画

環境影響評価大詰め！！
2027 年に品川～名古屋間の開業を目指すリニア中央新幹線計画は、12月4日までに県

が JR 東海の事後調査計画書に対し、見解(知事意見)を回答します。県内区間となる南ア

ルプスの保全策をめぐり3年余り続いた議論の最終局面を迎え、県は同計画書の評価にと

どまらず周辺市町や学識者の意見をくみ、総括を示すべきです。

国の事業認可を受けたJR が県環境影響評価(アセスメント)条例にのっとり提出した同

計画書は、従前に示した予測に JR 自身が不確実性があると判断した大井川の水減少問題

についてのみ、補正案を盛り込んだにすぎません。水量の常時観測や水質検査の手法を記

載していますが、これらはすでに過去の専門家会議で方針を打ち出していました。又、希

少動物や生態系の記述についても、アセスの最終書面以上に深堀した形跡は見当たりませ

ん。3月のアセス準備書の手続きで、残土置き場候補地の扇沢について「使用を回避すべ

き」と主張した市長意見に対し、知事意見は「回避を含め検討を」と示すにとどめました。

川勝知事はかねてから「慎重でなければ自分が工事を差し止めるくらいの強い気持ち

だ」と公言しています。思いが事業者に届く存在感のある意見書を強く求めます。

自然破壊・環境破壊を許すな！！

地元、県民、学識者の意見を

受け止めた見解を求める！


